
157 

な
ぜ
今
、
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
な
の
か
？

岡
崎
弘
樹

本
書
は
、
シ
リ
ア
人
作
家
イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
デ
ビ
ュ
ー
作
と
し
て
ダ
マ
ス
カ
ス
の

ジ
ュ
ン
デ
ィ
社
か
ら
一
九
八
八
年
に
刊
行
し
た
短
編
小
説
集
『
あ
の
重
い
足
音
の
に
お
い
』（Rāiʼḥat 

al-khaṭw
i al-thaqīl

）
の
邦
訳
で
あ
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
、
一
九
九
〇
年
に
二
作
目
『
咳
払
い
』

（Al-naḥnaḥāt

）、
一
九
九
四
年
に
三
作
目
『
青
き
荒
野
』（Al-w

aʻr al-azraq

）、
二
〇
〇
二
年
に

四
作
目
『
低
い
入
り
口
の
家
』（Al-m

anzil dhū-l-m
adkhal al-w

āṭiʼ

）
と
短
編
小
説
集
を
継
続
的

に
発
表
し
、
一
九
九
九
年
に
は
評
論
集
『
紙
上
の
空
間
』（Faḍāʼat m

in w
araq

）
も
刊
行
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
作
品
は
エ
ジ
プ
ト
や
ヨ
ル
ダ
ン
の
出
版
社
か
ら
も
改
訂
出
版
さ
れ
、『
あ
の
重
い
足



158

音
の
に
お
い
』
は
一
九
九
七
年
に
イ
タ
リ
ア
語
に
、『
青
き
荒
野
』
は
二
〇
一
二
年
に
フ
ラ
ン
ス
語

に
、
そ
の
他
一
部
の
作
品
が
英
語
や
オ
ラ
ン
ダ
語
、
ブ
ル
ガ
リ
ア
語
な
ど
に
翻
訳
さ
れ
て
い
る
。
邦

訳
の
刊
行
は
本
書
が
初
め
て
で
あ
る
。

イ
ブ
ラ
ヒ
ー
ム
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
一
九
五
一
年
、
ダ
マ
ス
カ
ス
に
生
ま
れ
た
。
幼
少
時
か
ら
無
類

の
本
好
き
で
あ
り
、
小
中
学
校
の
頃
に
は
親
に
渡
さ
れ
た
お
昼
の
サ
ン
ド
イ
ッ
チ
代
を
も
本
の
購
入

代
に
充
て
て
い
た
ら
し
い
。
一
九
六
八
年
に
シ
リ
ア
の
主
要
紙
の
一
つ
『
サ
ウ
ラ
』
で
最
初
の
短
編

「
新
し
い
洋
服
」
を
発
表
。
ダ
マ
ス
カ
ス
大
学
哲
学
・
心
理
学
部
に
入
学
し
て
当
時
の
進
歩
的
な
思

想
に
啓
蒙
を
受
け
た
の
も
そ
の
頃
で
あ
る
。
だ
が
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
が
本
作
品
集
に
み
ら
れ
る
よ
う
な

自
ら
の
作
風
を
確
立
し
て
い
く
の
は
、
そ
れ
か
ら
約
十
五
年
以
上
経
て
か
ら
で
あ
る
。

一
九
六
七
年
の
第
三
次
中
東
戦
争
に
お
け
る
「
ア
ラ
ブ
の
敗
北
」
以
後
、
そ
れ
ま
で
政
治
ス
ロ
ー

ガ
ン
と
し
て
掲
げ
ら
れ
て
き
た
ア
ラ
ブ
の
統
一
や
パ
レ
ス
チ
ナ
の
解
放
と
い
っ
た
、
原
書
に
「
巻
頭

の
辞
」（
本
書
で
は
「
解
説
」
と
し
て
巻
末
に
収
録
）
を
寄
せ
た
劇
作
家
ア
ド
ワ
ー
ン
が
言
う
と
こ

ろ
の
「
大カ
デ
イ
ヤ義
」
は
も
は
や
有
名
無
実
化
し
つ
つ
あ
っ
た
。
ハ
ー
フ
ェ
ズ
・
ア
サ
ド
政
権
は
、
一
九
七
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六
年
に
レ
バ
ノ
ン
内
戦
に
介
入
し
て
パ
レ
ス
チ
ナ
解
放
運
動
を
弾
圧
す
る
一
方
で
、
国
内
で
も
世
俗

主
義
的
な
反
体
制
派
勢
力
や
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義
勢
力
に
統
制
を
強
め
て
い
っ
た
。
一
九
八
二
年
に
同

政
権
は
、
中
部
の
ハ
マ
市
に
お
い
て
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
員
と
と
も
に
市
民
を
も
大
量
殺
戮
し
、
犠
牲

者
は
八
千
人
か
ら
最
大
で
四
万
人
と
言
わ
れ
、
八
〇
年
代
前
半
だ
け
で
も
全
国
で
政
治
犯
と
し
て
収

容
さ
れ
た
人
数
は
一
万
七
千
人
に
上
る
と
推
計
さ
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
シ
リ
ア
人
が
シ
リ
ア
人
や
同
胞
の
ア
ラ
ブ
人
を
弾
圧
し
始
め
た
一
九
七
〇
年
代
半
ば
、

サ
ミ
ュ
エ
ル
は
ア
サ
ド
政
権
を
批
判
す
る
世
俗
的
な
青
年
運
動
組
織
「
共
産
党
行
動
派
」
に
入
党
し

た
。
本
書
所
収
の
「
箱
」
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
画
家
や
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
と
し
て
後
に
名
を
知
ら

れ
る
よ
う
に
な
る
友
人
ら
も
、
こ
の
政
党
の
同
志
と
し
て
活
動
に
加
わ
っ
た
。
だ
が
「
墓
地
」
に
描

か
れ
る
よ
う
に
、
全
国
各
地
に
亡
ア
シ
ユ
バ
ー
フ
霊
の
よ
う
に
展
開
す
る
治
安
機
関
員
や
密
告
者
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

に
よ
っ
て
党
員
が
次
々
と
逮
捕
さ
れ
て
い
き
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
自
身
も
身
を
隠
さ
ざ
る
を
得
な
く
な
り
、

一
九
七
七
年
に
つ
い
に
拘
束
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
ま
で
三
年
間
に
わ
た
っ
て
収
監
生
活
を
強
い
ら

れ
た
が
、
こ
の
経
験
が
諸
作
品
に
反
映
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
る
。
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ア
ド
ワ
ー
ン
の
言
う
通
り
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
作
品
に
は
、
そ
れ
ま
で
の
シ
リ
ア
人
作
家
や
政
治
活

動
家
の
手
記
に
み
ら
れ
た
よ
う
な
、
お
決
ま
り
の
監
獄
の
描
写
は
皆
無
で
あ
る
。
た
と
え
ば
ナ
ビ
ー

ル
・
ス
レ
イ
マ
ー
ン）

1
（

の
小
説
『
監
獄
』（
一
九
七
二
）
に
お
い
て
、
主
人
公
は
拘
束
、
収
監
、
尋
問
、

拷
問
、
独
房
、
地
下
牢
、
雑
居
房
へ
の
移
送
、
他
の
囚
人
と
の
共
同
生
活
、
対
立
や
和
解
、
そ
し
て

釈
放
ま
で
の
一
連
の
流
れ
を
経
験
す
る
。
活
動
中
に
掲
げ
て
き
た
政
治
的
な
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
家
族
や

恋
人
と
の
実
存
的
生
活
の
間
で
葛
藤
し
な
が
ら
も
、
苦
難
を
耐
え
忍
び
「
大カ
デ
イ
ヤ義

」
の
た
め
に
再
び
立

ち
上
が
る
英
雄
と
し
て
語
ら
れ
る
。

こ
れ
に
対
し
サ
ミ
ュ
エ
ル
は
、「
さ
さ
や
か
で
私
的
で
個
人
的
な
細
部
で
あ
る
が
た
め
に
、
政
治

的
ス
ロ
ー
ガ
ン
よ
り
も
い
っ
そ
う
人
間
的
」（
本
書
一
四
四
頁
）
と
ア
ド
ワ
ー
ン
に
言
わ
れ
る
と
こ

ろ
の
、
新
し
い
「
課カ
デ
イ
ヤ題
」
を
作
風
に
と
り
入
れ
る
。
最
も
無
垢
な
存
在
で
あ
る
子
ど
も
の
視
点
を
軸

に
、
極
め
て
私
的
な
状
況
、
つ
ま
り
愛
す
る
人
や
家
族
と
の
関
係
、
個
人
的
な
確
執
を
、
ま
る
で
カ

メ
ラ
が
捉
え
た
写
真
や
映
像
を
見
て
い
る
よ
う
な
描
写
を
交
え
て
、
原
文
で
十
頁
に
も
満
た
な
い
紙

幅
に
簡
潔
か
つ
鋭
利
に
綴
る
の
で
あ
る
。
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ア
ラ
ビ
ア
語
で
「
ハ
サ
ー
シ
ー
ヤ
」（ḥasāsiyya

）
と
呼
ば
れ
る
傷
つ
き
や
す
い
デ
リ
ケ
ー
ト
な

感
情
の
描
写
は
、
獄
中
生
活
に
限
ら
ず
、
出
獄
後
や
獄
外
の
日
常
空
間
に
発
露
す
る
シ
リ
ア
社
会
の

深
い
矛
盾
を
も
え
ぐ
っ
て
い
く
。
ハ
マ
市
の
虐
殺
現
場
は
明
ら
か
に
市
民
の
墓
場
で
あ
っ
た
が
、
そ

の
ア
ナ
ロ
ジ
ー
は
当
局
に
追
わ
れ
る
主
人
公
と
恋
人
が
迷
い
込
ん
だ
墓
地
と
し
て
現
れ
、
街
や
国
全

体
が
死
霊
漂
う
空
間
と
し
て
暗
示
さ
れ
る
。
国
の
不
安
定
さ
は
市
民
に
と
っ
て
は
経
済
的
な
苦
難
、

食
う
や
食
わ
ず
の
貧
困
生
活
と
い
う
形
で
現
れ
、
最
低
限
の
生
活
を
取
り
戻
す
た
め
に
妻
が
身
を
売

る
決
意
を
固
め
た
労
働
者
の
支
離
滅
裂
な
態
度
な
ど
と
し
て
表
現
さ
れ
る
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
自
身
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
出
身
で
あ
る
。
だ
が
、
獄
中
の
雑
居
房
生

活
で
自
分
以
外
は
皆
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
の
政
治
囚
で
あ
っ
た
一
時
期
、
彼
ら
と
と
も
に
ク
ル
ア
ー
ン

読
解
の
会
合
や
集
団
礼
拝
に
自
発
的
に
参
加
し
た
と
回
顧
し
て
い
る
。
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
か
ら
の

影
響
を
自
認
す
る
元
共
産
主
義
者
で
世
俗
主
義
者
の
文
学
で
は
あ
る
。
し
か
し
、
ク
ル
ア
ー
ン
に
お

け
る
魑
魅
魍
魎
漂
う
世
界
観
や
悪
魔
や
ジ
ン
の
さ
さ
や
き
、
砂
漠
の
遠
く
に
ぼ
ん
や
り
と
映
し
出
さ

れ
る
現
実
の
人
間
と
幻
想
が
重
な
っ
た
「
似
ア
シ
ユ
バ
ー
フ
姿
」
の
比
喩
な
ど
、
ア
ラ
ブ
・
イ
ス
ラ
ー
ム
世
界
の
文
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学
的
伝
統
も
随
所
に
反
映
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
思
え
る
。

サ
ミ
ュ
エ
ル
の
作
品
は
、
一
九
八
〇
年
代
後
半
に
い
わ
ゆ
る
「
ア
ラ
ブ
文
学
」
か
ら
「
シ
リ
ア
文

学
」
が
あ
る
程
度
の
共
通
項
を
保
ち
な
が
ら
も
分
派
し
、
独
自
の
存
在
感
を
示
し
て
い
く
時
代
の
産

物
で
も
あ
る
。
小
説
家
ザ
カ
リ
ー
ヤ
・
タ
ー
ミ
ル）

2
（

が
純
粋
無
垢
な
子
ど
も
や
動
物
の
視
点
を
中
心
と

し
た
寓
話
作
品
で
評
価
さ
れ
始
め
た
後
、
続
く
サ
ミ
ュ
エ
ル
ら
の
世
代
は
、
獄
中
と
獄
外
の
心
理
的

な
連
続
性
、「
不
可
視
の
抑
圧
」
に
怯
え
る
市
民
の
パ
ラ
ノ
イ
ア
、
祖
国
の
た
め
に
ど
れ
だ
け
努
力

し
よ
う
と
も
祖
国
を
祖
国
と
し
て
感
じ
ら
れ
な
い
圧
倒
的
な
疎
外
感
と
い
っ
た
テ
ー
マ
を
と
り
上
げ

る
。
作
中
に
登
場
す
る
主
人
公
の
モ
デ
ル
は
決
し
て
作
者
自
身
と
は
限
ら
ず
、
む
し
ろ
作
者
が
監
獄

や
市
井
で
出
会
っ
た
人
々
、
す
な
わ
ち
異
な
る
背
景
（
社
会
階
層
や
宗
教
宗
派
、
政
治
志
向
）
を
持

ち
な
が
ら
も
同
じ
祖
国
で
暮
ら
す
「
他
者
」
で
あ
る
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
は
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
作
品
は
ラ
マ
ダ
ン
の
お
茶
の
間
で
楽
し
ま
れ
る
よ
う
に
テ
レ

ビ
ド
ラ
マ
化
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
自
身
、
ア
ル
フ
ォ
ー
ズ
・
タ
ン
ジ
ュ
ー
ル）

3
（

監
督

の
記
録
映
画
『
カ
ー
キ
色
の
記
憶
』（
二
〇
一
六
）
で
主
要
な
四
人
の
語
り
手
の
一
番
手
と
し
て
登
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場
す
る
。
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
作
品
が
数
十
年
経
っ
て
も
若
い
世
代
の
シ
リ
ア
人
に
再
読
さ
れ
る
と
す
れ

ば
、
同
じ
社
会
に
暮
ら
す
他
者
の
苦
し
み
に
共
感
し
、
彼
ら
／
彼
女
ら
に
語
ら
せ
、
シ
リ
ア
だ
け
で

な
く
世
界
の
ど
こ
で
も
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
物
語
と
し
て
再
構
成
し
、
一
般
化
す
る
手
法
が
文
学

的
な
手
本
と
し
て
示
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
ろ
う
。

二
〇
二
四
年
十
二
月
八
日
、
五
十
四
年
間
続
い
た
ア
サ
ド
政
権
の
崩
壊
に
よ
っ
て
、
シ
リ
ア
の

人
々
に
感
涙
と
安
堵
の
瞬
間
が
訪
れ
た
。
二
〇
一
二
年
以
降
ヨ
ル
ダ
ン
で
亡
命
生
活
を
続
け
る
サ
ミ

ュ
エ
ル
自
身
も
体
制
崩
壊
に
歓
喜
し
た
が
、
そ
の
前
の
一
週
間
は
過
去
の
人
生
を
覆
す
あ
ま
り
に
根

本
的
な
変
化
を
前
に
し
て
高
熱
に
う
な
さ
れ
た
と
い
う
。
だ
が
、
政
権
崩
壊
直
後
か
ら
様
々
な
報
道

で
、
戦
乱
に
よ
る
死
者
五
四
万
人
以
上
に
加
え
、
サ
イ
ド
ナ
ー
ヤ
刑
務
所
を
は
じ
め
と
す
る
「
ア
サ

ド
の
監
獄
」
の
収
監
者
を
含
め
拘
束
・
強
制
失
踪
者
は
一
三
万
人
を
超
え
、
う
ち
一
〇
万
人
以
上
は

依
然
と
し
て
行
方
不
明
と
い
う
衝
撃
の
事
実
が
伝
え
ら
れ
た
。
生
存
者
で
あ
っ
て
も
、
家
族
や
仲
間

を
失
い
、
精
神
の
奥
底
に
深
い
ト
ラ
ウ
マ
を
抱
え
、
普
通
の
生
活
に
戻
る
こ
と
の
で
き
な
い
人
々
は

数
え
き
れ
な
い
。
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サ
ミ
ュ
エ
ル
ら
の
世
代
が
取
り
組
ん
で
き
た
シ
リ
ア
人
自
身
の
「
文
学
的
な
語
り
」
は
、
今
改
め

て
見
直
さ
れ
る
時
期
に
来
て
い
る
。
シ
リ
ア
各
地
の
実
際
の
監
獄
だ
け
で
な
く
、
祖
国
そ
の
も
の
が

監
獄
や
墓
場
と
な
っ
た
時
代
の
記
憶
は
、
シ
リ
ア
国
民
の
「
負
の
遺
産
」、
二
度
と
同
じ
過
ち
を
繰

り
返
さ
な
い
た
め
の
「
悔
恨
の
記
念
碑）

4
（

」
と
し
て
保
存
さ
れ
、
絶
え
ず
想
起
さ
れ
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
の
作
品
は
、
シ
リ
ア
国
民
が
過
去
の
ト
ラ
ウ
マ
か
ら
回
復

し
、
祖
国
を
祖
国
と
し
て
、
つ
ま
り
「
ア
サ
ド
の
シ
リ
ア
」
で
は
な
く
「
シ
リ
ア
人
の
た
め
の
シ
リ

ア
」
と
し
て
取
り
戻
す
た
め
の
文
化
的
な
遺
産
と
し
て
読
み
継
が
れ
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
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【
注
】

（
1
）
ナ
ビ
ー
ル
・
ス
レ
イ
マ
ー
ン
　
シ
リ
ア
の
小
説
家
・
文
芸
評
論
家
（
一
九
四
五
―
）。
タ
ル
ト
ゥ
ー
ス
出
身
で
、

小
説
と
文
芸
批
評
を
合
わ
せ
て
四
十
点
を
超
え
る
ほ
ど
の
多
作
で
知
ら
れ
る
。

（
2
）
ザ
カ
リ
ー
ヤ
・
タ
ー
ミ
ル
　
シ
リ
ア
を
代
表
す
る
短
編
小
説
家
（
一
九
三
一
―
）。
邦
訳
作
品
に
『
酸
っ
ぱ
い

ブ
ド
ウ
／
は
り
ね
ず
み
』（
柳
谷
あ
ゆ
み
訳
、
白
水
社
、
二
〇
一
八
年
）
な
ど
。

（
3
）
ア
ル
フ
ォ
ー
ズ
・
タ
ン
ジ
ュ
ー
ル
　
シ
リ
ア
の
映
像
作
家
（
一
九
七
五
―
）。
代
表
作
『
カ
ー
キ
色
の
記
憶
』

は
、
二
〇
一
七
年
の
山
形
国
際
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画
祭
の
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
・
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
部

門
に
出
品
さ
れ
、
山
形
市
長
賞
（
最
優
秀
賞
）
を
受
賞
。

（
4
）「
悔
恨
の
記
念
碑
」　
こ
の
問
題
提
起
に
つ
い
て
は
、
シ
リ
ア
人
作
家
ヤ
シ
ー
ン
・
ハ
ー
ジ
ュ
・
サ
ー
レ
ハ

『
シ
リ
ア
獄
中
獄
外
』（
岡
崎
弘
樹
訳
、
み
す
ず
書
房
、
二
〇
二
〇
年
）
を
参
照
。


